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３月の主な活動
 2日 2012春季生活闘争

総決起集会
 3日 第2回地協代表者会議
  にいがたユニオン総会
 6日 第2メーデー実効委員会
 10日 土曜相談会
  国際女性デーにいがた集会
 15日 第1回流通部門連絡会
  第1回医療部門連絡会
 16日 第5回四役会議
 24日 第14回民主党との

定期協議
 26日 朝街宣（長岡駅前）
 27日 第2回政策委員会
 28日 第5回執行委員会

（拡大闘争委員会）
 31日 2012春季生活闘争

中小・地場総決起集会

上越事務所開設の
　　　　お知らせ
連合新潟と顧問契約を結
んでいる弁護士法人新潟
第一法律事務所が上越地
区に支所を開設します。
「依頼者に身近な存在」
として信頼される事務所
をめざしています。
ご活用をよろしくお願い
いたします。

所長 弁護士 朝妻太郎

住所 943－0805
 上越市木田2丁目1番1号
 三和ビル6階
電話 025-527-3331
FAX 025-527-3320
業務開始日
 2012年3月26日（月）

 第  83  回 
新潟県中央メーデー企画のお知らせ
・ボランティア企画
①　エコキャップ（ペットボトルキャップ）
の回収

②　書き損じハガキ、未使用ハガキ・
切手の回収

③　使用済使い捨てカイロの回収
　メーデー当日、会場にお持ち下さい。
専用ボックスで回収します。
　各構成組織、地協で周知しご協力
をお願いします。

・集団対抗ゲーム
　楽しい企画を検討中です。詳しく
は当日の要綱で。大人も子どもも参
加する○超楽しいゲーム!!を用意しま
す。

第83回メーデー  県内開催一覧 2012/3/6現在

地　区 と　　　き 会　　　場
県 中 央 ４月28日 （土）10:00 新潟市陸上競技場
村上・岩船 ５月１日（火） 村上市勤労少年ホーム
胎 内 ４月25日 （水） 胎内市産業文化会館
新 発 田 ５月１日（火） 新発田市民文化会館
阿 賀 野 未定
五 泉 ４月29日 （日） 五泉市総合体育館
東 蒲 原 ４月28日 （土） 未定

北 ５月１日 （火） 9:30 豊栄ふれあいセンター
秋 葉 ４月28日 （土）10:00 新津地区 市民会館
江 南 県中央メーデーへ参加

南 県中央メーデーへ参加
佐 渡 ４月28日 （土） 9:00 アミューズメント佐渡
西 蒲 ・ 燕 ５月１日（火） 9:00 燕市吉田産業会館
三 条 ５月１日 （火） 9:00 三条市総合体育館
加茂・田上 ５月１日（火） 加茂市民体育館
長 岡 ５月１日（火）10:00 アオーレ長岡
見 附 ５月１日 （火）18:30 ネーブルみつけ 多目的ホール
小 千 谷 ４月30日 （月）10:00 小千谷市産業会館 サンプラザ
北 魚 沼 ５月１日 （火） 9:00 小出郷体育館
南 魚 沼 ４月28日 （土） 9:30 南魚沼市民会館
十 日 町 未定
柏 崎 ４月28日 （土） 9:00 みなとまち海浜公園 夕陽のドーム
上 越 ４月28日 （土）10:00 上越文化会館
頸 南 ４月29日 （日） 9:00 新井ふれあい会館 ふれあいホール
糸 魚 川 ５月１日 （火） 9:00 糸魚川市民会館 大ホール

労
働
条
件
の
引
き
上
げ
で
、

格
差
是
正
・
デ
フ
レ
脱
却

•••
単
組
へ
激
励
訪
問
展
開
中
•••

経
営
団
体
・
行
政
へ
要
請
実
施

三
月
二
日
連
合
新
潟
と
連
合
新
潟
地
協
は
、
二
〇
一
二

春
季
生
活
闘
争
勝
利
！
新
潟
県
中
央
総
決
起
集
会
を
開

催
。
構
成
組
織
・
単
組
か
ら
五
〇
〇
人
を
超
え
る
組
合

員
が
結
集
し
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善
を
求
め

て
、
新
潟
市
内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
齋
藤
会
長

は
、「
今
年
の
春
季
生
活
闘
争
は
、

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
』
の
実
現
へ
向
け
て
『
す

べ
て
の
労
働
者
の
処
遇
改
善
』

を
掲
げ
て
お
り
、
賃
金
の
ピ
ー

ク
で
あ
っ
た
一
九
九
七
年
と
比

較
す
る
と
約
五
％
も
減
少
し
て

い
る
賃
金
水
準
を
回
復
さ
せ
る

た
め
、
労
働
条
件
の
復
元
と
格

差
是
正
に
取
り
組
む
。
そ
の
た

め
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
に
加
え

て
一
％
以
上
の
適
正
配
分
を
要

求
。
賃
金
制
度
が
未
整
備
な
組

合
に
つ
い
て
は
、
賃
金
カ
ー
ブ

相
当
分
と
し
て
の
四
五
〇
〇
円

に
賃
金
改
善
分
の
一
％
相
当
の

二
五
〇
〇
円
を
加
え
た
七
〇
〇

〇
円
以
上
を
要
求
す
る
。
ま
た

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

も
力
を
入
れ
、
正
規
と
同
様
の

仕
事
で
あ
れ
ば
時
給
三
〇
円
の

引
き
上
げ
を
要
求
し
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
底
上
げ
、
底
支
え

を
確
保
す
る
た
め
の
要
求
を
し

て
い
き
た
い
。
日
本
経
団
連
が
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
論
外
・
定
昇

の
凍
結
も
あ
り
得
る
と
二
〇
一

二
年
の
春
季
生
活
闘
争
に
あ
た

っ
て
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る

が
、
連
合
と
し
て
は
、
人
材
を

育
成
し
人
へ
投
資
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、人
材
を「
人
財
」

と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
す
べ
て
の
働
く
者
の
処

遇
改
善
に
む
け
て
結
集
し
て
闘

っ
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

ま
た
各
構
成
組
織
を
代
表
し
、

官
公
部
門
・
日
教
組
の
土
山
裕

子
さ
ん
、
民
間
部
門
・
交
通
労

連
の
橋
本
義
明
さ
ん
、
女
性
委

員
会
事
務
局
長
の
渡
邉
礼
子
さ

ん
の
三
人
か
ら
決
意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
新
潟

地
協
青
年
女
性
委
員
会
副
委
員

長
の
山
川
弘
子
さ
ん
が
、「
こ

の
集
会
を
ス
タ
ー
ト
に
、
各
職

場
・
単
組
・
地
域
か
ら
闘
い
を

巻
き
起
こ
し
、
地
場
へ
も
喚
起

を
は
か
る
と
と
も
に
、
組
織
さ

れ
て
い
な
い
労
働
者
や
パ
ー
ト

を
は
じ
め
と
す
る
非
正
規
労
働

者
を
含
む
、
す
べ
て
の
働
く
仲

間
た
ち
に
闘
い
の
輪
を
広
げ
よ

う
」
と
提
案
し
、
参
加
者
全
員

の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
冷
た
い
雨
が
降
る

中
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ

げ
な
が
ら
新
潟
市
内
を
デ
モ
行

進
し
、
春
季
生
活
闘
争
が
組
織

さ
れ
た
労
働
者
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
市
民
や
一
般
の
労
働

者
全
体
の
課
題
で
も
あ
る
こ
と

を
訴
え
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
二
月
二
三
日
の

第
二
四
回
新
潟
県
労
使
懇
談
会

で
新
潟
県
経
営
者
協
会
へ
要
請

し
、現
在
の
経
済
情
勢
や
雇
用
・

賃
金
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
新
潟
労
働
局

へ
は
、
昨
今
の
取
り
巻
く
情
勢

と
県
内
状
況
に
つ
い
て
要
請
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

三
月
七
日
に
は
新
潟
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
と
新
潟
県
商

工
会
連
合
会
へ
、
そ
し
て
三
月

九
日
に
は
新
潟
県
へ
も
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
県
へ
の
要
請
で
は
避
難

　

連
合
新
潟
の
齋
藤
会
長
・
牧

野
事
務
局
長
に
よ
る
激
励
訪
問

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

柏
崎
地
協
で
は
二
月
一
七
日

と
三
月
二
日
に
、
中
越
地
協
は

二
月
二
七
日
、
新
潟
地
協
で
も

二
月
二
九
日
、
三
月
八
日
と
こ

れ
ま
で
に
二
八
単
組
の
訪
問
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

春
季
生
活
闘
争
の
目
的
の
ひ

と
つ
は
、
こ
の
「
春
の
時
期
」

に
「
労
働
組
合
が
一
斉
に
交
渉

す
る
」
こ
と
で
、
闘
い
を
結
集

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
域
・
地
場
か
ら
賃
金
相
場

を
上
げ
て
い
く
運
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

者
へ
の
支
援
、
地
域
間
格
差
の

解
消
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
継

承
者
問
題
や
公
契
約
な
ど
、
働

き
暮
ら
せ
る
新
潟
県
に
向
け
て

六
項
目
を
要
請
し
、
泉
田
知
事

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。



※お届け出来ないエリアもありますのでご了承ください。
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女性の基本的問題を丁寧に講演される
金井淑子さん

（定数24）

（定数32）

（定数26）

佐
渡
市
議
会
議
員
選
挙

推
薦
候
補
者

 

投
開
票
日
4
月
8
日

上
越
市
議
会
議
員
選
挙

推
薦
候
補
者

 

投
開
票
日
4
月
22
日

村
上
市
議
会
議
員
選
挙

推
薦
候
補
者

 

投
開
票
日
4
月
15
日
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東
日
本
大
震
災
か
ら
一

年
が
た
っ
た
。
昨
年
は
現

地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

街
頭
カ
ン
パ
活
動
に
参
加

を
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
年

と
な
っ
た
◇
「
絆
」「
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ

た
。
現
地
の
「
復
興
・
再
生
」
の
道

の
り
は
ま
だ
遠
く
、
こ
れ
か
ら
も
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
一
時
の
盛

り
上
が
り
は
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
？
◇
連
合
新
潟
は『
復

興
・
再
生
に
全
力
を
尽
く
し
、「
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
」
に
つ
げ

よ
う
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
運
動

を
進
め
て
い
る
◇
今
も
う
一
度
、
震

災
か
ら
の
「
復
興
・
再
生
」
に
取
り

組
も
う
。
ま
ず
は
自
分
の
で
き
る
こ

と
か
ら
。
私
は
日
本
か
ら
逃
げ
出
し

た
り
は
し
な
い
。 

　
（
Ｓ
・
Ｋ
） 土曜相談会 4月は14日に開催

Ｂ
見附でみつけた・日本酒に合う大人の味

　B級グルメというと、その地域特有のあるいは町おこしの一役
を担ってというイメージがありますが、見附には昔から特有の料
理があります。
　それは今ではなかなか見ることも少な
くなった「めだか」の料理です。
　見附では「めだか」を「うるめ」と呼
び昔から食べていた食習慣があったそう
です。昨今水田も少なくなり、農業用水
路も整備が進み、めだかが少なくなった
ことや、食環境の変化に伴い通常に食べ
ることも無くなったと聞きますが、その昔をしのびつつ、郷土料
理「うるめの田舎煮」として伝統を守っています。
　めだかを醤油で煮付けただけの素朴なものですが、めだかの持
つ独特の「ほろ苦さ」と「しっかりした魚の味」が日本酒の肴に
あうと評判だそうです。
　見附にお越しの際は是非見附ならではの味ご賞味ください。市
役所近くのネーブルみつけ、中央公民館となりの水富屋酒店さん
で販売中です。

■ ネーブルみつけ　
■ 水富屋酒店　　　

 （中越地協見附支部　富岡幹雄）

２月のホームページ・アンケート結果発表

質問： 「春季生活闘争」に関係するイベント（集会やオルグなど）
に参加したことがありますか？

　労働組合は組合員の団結と結集を力に使用者（会社側）と
交渉し、組合員とその家族の生活維持、向上を目指します。春
季生活闘争時の交渉も同様です。労働組合が行う集会やデモ
行進は社会と使用者に訴える機会です。ぜひ、ご参加ください！
　３月のＨＰアンケートは、入学、卒業に関する質問です。
投票お待ちしています。

近藤　和義
民・現6・58

小池　　晃
民・現4・67

村川　四郎
無・現2・68

滝沢　武司
無・現4・74

大森　幸平
無・新・61

＊投票日での年齢

本間　清人
無（民）・現3・48

伊藤　正行
無・新・62

四
月
の
自
治
体
選
挙

連
合
新
潟
推
薦
候
補
者

女
性
差
別
撤
廃
条
約
っ
て
な
ぁ
に
？

■
二
〇
一
二
地
協  

■
■
■
■
■

■
青
年
代
表
者
研
修
会
を
開
催

本城　文夫
無（社）・現10・71

栗田　英明
無（民）・現3・57

岩崎　哲夫
無（民）・現3・59

柳沢　周治
無（社）・現2・63

古澤　　弘
無・現3・71

田中　　聡
無・新・34

　

破
産
手
続
き
中
の
全
自
交
新

発
田
タ
ク
シ
ー
は
、
雇
用
の
確
保

と
中
山
間
地
の
公
共
交
通
の
確

保
を
め
ざ
し
、
労
働
組
合
が
立

　

二
月
二
五
日
、
青
年
委
員
会

は
各
地
協
の
青
年（
青
年
女
性
）

役
員
を
集
め
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
講
義
①
と
し

て
榎
本
副
事
務
局
長
か
ら
「
春

　

三
月
三
日
新
潟
市
内
で
第
一
八

回
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
、
四
〇
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

山
本
執
行
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
働
く
環
境
の
厳
し
さ
か
ら
の

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

ユ
ニ
オ
ン
が
支
援
し
て
い
る
セ
ク

ハ
ラ
裁
判
の
経
過
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

来
賓
の
連
合
新
潟
牧
野
事
務

局
長
か
ら
は
、
ユ
ニ
オ
ン
の
応
援

団
と
し
て
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
さ
に
、
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

組
合
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
集
合

ち
上
げ
る
新
た
な
会
社
に
事
業

を
引
き
継
ぐ
ま
で
の
間
、
管
財

人
の
管
理
下
で
二
月
一
五
日
営

業
を
全
面
再
開
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
後
、
裁
判
所
か
ら
の
営
業

権
の
譲
渡
譲
受
の
許
可
、
運
輸

局
へ
の
事
業
の
認
可
申
請
が
日

程
的
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
現
在
、
地
域
の
労
働
組

合
の
支
援
と
組
合
員
の
奮
闘
で

運
行
も
順
調
で
す
。

　

組
合
主
導
の
再
建
に
皆
さ
ん

の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ご

利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

全自交新発田タクシー営業スタート

の
闘
い
『
春
闘
』
っ
て
何
？
」

の
講
演
を
う
け
、
な
ぜ
こ
の
時

期
に
取
り
組
む
の
か
、
連
合
新

潟
の
二
〇
一
二
春
季
生
活
闘
争

は
ど
ん
な
こ
と
を
要
求
し
て
い

る
の
か
な
ど
、
各
組
合
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
義
②
で
は
、
小
島
副
事
務

局
長
か
ら
「
あ
な
た
の
働
き
方

は
大
丈
夫
？
」
と
題
し
た
労
働

法
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
、
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た

働
く
上
で
の
き
ま
り
を
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
協
の
活
動
や

取
り
組
み
の
報
告
と
連
合
新
潟

青
年
委
員
会
の
活
動
へ
の
要
望

な
ど
の
意
見
交
換
を
し
、
構
成

組
織
・
単
組
あ
る
い
は
地
域
を

越
え
た
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
は
三

月
一
〇
日
「
連
合
国
際
女
性
デ

ー
第
一
九
回
に
い
が
た
集
会
」

を
開
催
し
、
一
三
〇
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
女
性
委
員
会
加

藤
委
員
長
は
「
春
季
生
活
闘
争

の
中
で
男
女
共
同
参
画
社
会
と

均
等
待
遇
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
組

合
員
の
皆
さ
ん
が
世
界
中
の
女

性
と
連
帯
し
、
職
場
・
家
庭
・

地
域
・
社
会
を
変
え
る
力
を
発

揮
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
立
正
大
学
文
学

部
教
授
金
井
淑
子
さ
ん
か
ら
、

「
格
差
社
会
が
拡
大
し
て
い
る

中
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
進
め

て
い
る
場
合
で
は
な
く
な
っ
て
き

た
。女
性
差
別
撤
廃
条
約
批
准
は
、

日
本
社
会
の
構
造
自
体
を
変
え

な
け
れ
ば
前
に
進
ま
な
い
。」
と

状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
第
一
九
回
に
い
が

た
集
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
し
、

男
女
平
等
参
画
の
実
現
を
め
ざ

す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。


